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木
場
田
孝
幸
 
議
員
 

神
田
　
公
司
 
議
員
 

低
炭
素
対
策
 

危
険
箇
所
改
良
 

防
火
・
防
災
に
対
す
る
認
識
 

各
審
議
会
等
の
人
選
と
数
の
対
応
は
 

松
井
美
津
子
 
議
員
 

 

尾
方
　
洋
直
 
議
員
 

 
 

市
営
住
宅
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
 

  　
 

 木
場
田
　
各
行
政
管
理
施
設
の
防
火
防
災

対
応
と
新
規
採
用
者
へ
の
指
導
は
。
 

総
務
部
長
　
各
施
設
に
対
し
、
防
火
管
理

者
を
配
し
、
毎
月
１
日
を
交
通
安
全
の
日
、

１０
日
を
防
犯
の
日
、
２０
日
を
防
災
の
日
と

定
め
、
安
全
安
心
の
日
を
、
要
綱
で
定
め

て
い
る
。
昨
年
は
、
合
志
庁
舎
に
て
防
災

訓
練
を
行
い
、
他
の
施
設
で
も
行
っ
て
い

る
。
新
規
採
用
者
へ
の
防
災
に
つ
い
て
の

研
修
は
把
握
し
て
い
な
い
。
 

 　
 

木
場
田
　
各
審
議
会
等
の
重
複
人
事
を
無

く
せ
な
い
か
。
 

市
長
　
人
選
に
つ
い
て
重
な
ら
な
い
よ
う

に
、
そ
の
都
度
指
導
し
て
い
る
。
 

木
場
田
　
審
議
会
等
の
数
が
多
す
ぎ
で
は

な
い
か
。
統
合
で
き
な
い
か
。
 

総
務
部
長
　
検
討
し
た
が
現
在
の
と
こ
ろ
、

統
合
は
で
き
な
い
。
委
員
の
選
出
に
て
配

慮
す
る
。
 

市
長
　
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  

木
場
田
　
市
財
政
難
の
お
り
、
合
志
市
の

市
営
住
宅
建
設
・
改
修
等
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。
そ
の
他
の
事

業
に
も
。
 

都
市
建
設
部
長
　
現
在
、
市
で
は
市
営
住

宅
の
建
替
え
及
び
新
築
の
計
画
は
な
い
が
、

今
後
、
県
内
外
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
、
事
例

な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

だ
と
思
い
ま
す
。
 

市
長
　
住
宅
と
は
違
う
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
、
現
在
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
も
そ
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
既
に
今
、
研
究
し
て

い
ま
す
。
 

 神
田
　
こ
の
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
は
。
 

総
務
部
長
　
想
定
を
超
え
た
自
然
の
脅
威

と
、
原
子
力
発
電
の
安
全
神
話
が
崩
れ
た

と
い
う
震
災
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

神
田
　
今
回
の
最
大
の
教
訓
は
、
各
地
で

地
域
防
災
計
画
は
当
然
つ
く
っ
て
い
た
が
、

機
能
し
な
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
電
源
が

喪
失
し
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
東
京
電
力
の

福
島
第
一
原
発
で
も
、
津
波
で
電
源
が
喪

失
し
た
の
で
は
な
く
て
、
東
北
電
力
か
ら

送
電
さ
れ
て
い
る
鉄
塔
が
地
震
に
よ
っ
て

倒
れ
て
、
そ
れ
か
ら
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
と
い

う
状
況
だ
。
最
大
の
教
訓
は
や
は
り
電
源

の
確
保
で
は
な
い
か
と
思
う
。
電
源
確
保

も
含
め
た
そ
の
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

総
務
部
長
　
今
の
防
災
計
画
の
中
に
は
、

電
源
確
保
の
こ
と
に
つ
い
て
は
細
か
く
記

載
を
し
て
い
な
い
。
非
常
用
電
源
の
状
況

は
、
合
志
庁
舎
、
西
合
志
庁
舎
、
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
、
ふ
れ
あ
い
館
に
は
非
常
用
の
発
電

機
を
設
置
し
て
い
る
。
電
源
確
保
等
々
に

つ
い
て
の
議
論
は
し
て
い
な
い
。
 

神
田
　
非
常
電
源
の
容
量
は
。
 

総
務
部
長
　
合
志
庁
舎
の
非
常
用
電
源
が

３６
時
間
、
西
合
志
庁
舎
が
５
・
７
時
間
、

ふ
れ
あ
い
館
が
１０
時
間
。
 

神
田
　
自
主
電
源
の
確
保
に
つ
い
て
防
災

計
画
の
中
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。
 

市
長
　
も
う
一
度
見
直
し
た
い
。
 

防災倉庫 

津波被害にあった南三陸町防災センター 

松
井
　
近
年
の
研
究
に
よ
り
ま
し
て
胃
が

ん
は
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が
原
因
と
わ
か
り
、

抗
体
検
査
と
内
視
鏡
検
査
を
行
な
う
こ
と

で
胃
が
ん
を
撲
滅
で
き
、
治
療
費
も
削
減

で
き
ま
す
。
本
市
も
検
診
転
換
を
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
胃
が
ん
対
策
の
検
査
や

除
菌
に
つ
い
て
は
国
の
方
か
ら
の
動
向
を

確
認
し
た
い
。
 

松
井
　
平
成
２０
年
、
人
権
啓
発
教
育
基
本

計
画
策
定
か
ら
３
年
が
過
ぎ
た
。
人
権
意

識
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
独
自
の

人
権
都
市
宣
言
を
す
る
べ
き
で
す
。
 

教
育
部
長
　
基
本
計
画
に
基
づ
き
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
会
や
、
学
習

会
を
実
施
し
、
出
前
人
権
講
座
な
ど
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
 

市
長
　
人
権
宣
言
が
何
の
た
め
の
も
の
か
。

目
指
す
も
の
は
わ
か
る
し
、
前
向
き
に
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
や

っ
て
も
意
味
は
な
い
。
宣
言
を
す
る
、
し

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
政
策
の
中
で
優
先
度

は
高
い
。
 

松
井
　
各
公
共
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ
の

荷
物
か
け
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

総
務
部
長
　
庁
舎
ト
イ
レ
内
の
荷
物
か
け

の
位
置
が
高
い
の
で
女
性
の
方
々
に
利
用

し
に
く
い
環
境
な
の
で
現
地
調
査
を
行
な

い
、
改
善
を
図
り
た
い
。
 

松
井
　
防
災
対
策
に
つ
い
て
災
害
時
、
避

難
場
所
と
な
る
、
小
中
学
校
の
防
災
倉
庫

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。
 

総
務
部
長
　
防
災
倉
庫
は
多
い
方
が
良
い

と
思
う
が
現
段
階
で
は
現
状
維
持
を
考
え

て
い
る
。
 

松
井
　
災
害
時
、

迅
速
に
手
配
す

る
た
め
の
生
活

必
需
品
に
つ
い

て
伺
う
。
 

総
務
部
長
　
Ｊ

Ａ
菊
池
、
㈱
イ

ズ
ミ
と
の
間
に

緊
急
時
物
資
等

の
供
給
に
関
す

る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
 

松
井
　
災
害
時
、
職
員
の
命
を
守
り
、
被

災
者
に
も
提
供
で
き
る
の
で
、
自
席
の
下

に
水
２
リ
ッ
ト
ル
の
常
備
を
。
 

総
務
部
長
　
貴
重
な
提
案
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
 

尾
方
　
合
志
市
の
普
及
率
は
、
補
助
金
の

予
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

市
民
部
長
　
市
と
し
て
は
２２
年
度
２
１
７

件
、
２３
年
度
１
９
０
件
の
予
算
計
上
、
２４

年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
で
６
０
０
件
を

見
込
ん
で
い
る
。
本
市
の
一
般
家
庭
の
設

置
状
況
は
、
２２
年
度
で
１
１
８
３
件
で
６
・

７
％
に
な
り
ま
す
。
 

尾
方
　
国
、
県
、
市
の
補
助
金
に
つ
い
て
 

市
民
部
長
　
国
は
２３
年
度
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

４
万
８
０
０
０
円
、
県
が
一
律
５
万
円
で

本
市
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
、

上
限
が
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
 

尾
方
　
他
県
で
お
日
様
ゼ
ロ
円
シ
ス
テ
ム

が
あ
り
、
初
期
設
定
費
が
９
年
間
で
支
払

う
制
度
が
あ
る
が
本
市
で
検
討
で
き
な
い

か
。
 

市
民
部
長
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

と
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
本
市

で
３
・
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
設
置
す
る
と
国
県

市
補
助
金
２７
万

４
４
０
０
円
が

受
け
ら
れ
ず
、

よ
っ
て
本
市
シ

ス
テ
ム
が
得
策

と
思
い
ま
す
。
 

       尾
方
　
国
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
と
し
て
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
補
助
制
度
、
ま
た
中
小

企
業
向
け
の
１
０
０
０
万
円
ま
で
補
助
金

が
受
け
ら
れ
る
制
度
な
ど
を
市
民
に
知
ら

せ
て
い
る
の
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
国
の
制
度
は
一
定
の
成

果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
市
が
独
自
で

行
な
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

尾
方
　
国
の
補
助
金
で
市
の
負
担
で
は
な

い
。
広
報
で
知
ら
せ
る
考
え
は
。
 

都
市
建
設
部
長
　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

  尾
方
　
み
ず
き
台
東
の
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
現
在
、
測
量
設
計
を
終

え
補
償
物
件
の
調
査
用
地
取
得
を
行
な
い

工
事
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

尾
方
　
市
道
須
屋
陣
ノ
平
線
改
良
工
事
に

つ
い
て
、
長
年
一
方
通
行
だ
が
開
通
に
向

け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
地
主
と
今
後
も
交
渉
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
 

 


